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平成26年度 第９次鳥取市総合計画

１．基本情報

２．事業目的　【ＰＬＡＮ】

３．事業の年度別計画・実績　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】

４．平成２６年度の事務事業実施概要　【ＤＯ】

0.30
嘱託職員 0.00 0.00 0.00 0.00

職員数の
内　訳

正規職員 0.30 0.30 0.30

臨時職員 0.00 0.00 0.00 0.00

2,354 3,532
一般財源 400,087 403,404 405,005 416,177 418,714

その他

人件費　Ｂ 2,193 2,250 2,186 2,257

事
業
費

区分 決算額（千円） 決算額（千円） 決算額（千円） 決算額（千円） 予算額（千円）

直接経費　Ａ 400,087 403,404 405,005 418,531 422,246

事業費（Ａ＋Ｂ） 402,280 405,654 407,191 420,788 407,191

地方債

内
容

平成23年度 平成24年度 平成25年度

年度別実績

〔プロポーザル〕
９学校給食ｾﾝﾀｰ

〔プロポーザル〕
９学校給食ｾﾝﾀｰ

〔プロポーザル〕
8学校給食ｾﾝﾀｰ

総
合
計
画
の

位
置
づ
け

体系区分 コード 名　称

まちづくりの目標 10 ふるさとを愛し　次代を担う人づくり

政策 01 次代を築き担う、たくましい子どもを育む

施策 1102 教育の充実

対　象
（何を、誰を）

　学校給食調理等業務

意　図
（どのような状態
にするために）

　安全を確保しながら効率的に実施

手　段
（どうするのか）

　プロポーザル審査により優秀な民間事業者に委託

事務事業の
実施概要

１　事業の概要
　学校給食センターの調理業務を、業者委託により、継続的かつ安定的に実施する。
２　事業の成果
　青翔開智中及び県立盲ろう学校へ給食の提供を開始したことにより、調理委託料が増額となった。
　①物資調達業務　　　　　 （公財）鳥取市学校給食会　　　　　　　　 【随意契約】
　②湖東学校給食センター　　　(株)メフォス　　　　　　　　　　　【債務負担行為：Ｈ26～30】
　③国府学校給食センター  　　(株)メフォス　　　　　　　　　　　【債務負担行為：Ｈ26～30】
　④第二学校給食センター   　　東洋食品（株）　   　　　　      【債務負担行為：Ｈ22～26】
　⑤気高・鹿野・青谷学校給食センター  （公財）鳥取市学校給食会　【債務負担行為：Ｈ22～26】
　⑥第一学校給食センター　 　 （公財）鳥取市学校給食会　　      【債務負担行為：Ｈ23～27】
　⑦河原学校給食センター　 　 （公財）鳥取市学校給食会　　      【債務負担行為：Ｈ23～27】

事務事業名 学校給食調理委託事業 所属名 教育委員会事務局　学校保健給食課

整理№ １-（１）-②

自己点検・評価シート

平成26年度 平成27年度

年度別計画

〔プロポーザル〕
９学校給食ｾﾝﾀｰ

〔プロポーザル〕
９学校給食ｾﾝﾀｰ

〔プロポーザル〕
８学校給食ｾﾝﾀｰ
(１ｾﾝﾀｰ統廃合)

〔プロポーザル〕
８学校給食ｾﾝﾀｰ

〔プロポーザル〕
８学校給食ｾﾝﾀｰ

〔プロポーザル〕
8学校給食ｾﾝﾀｰ

直接経
費の財
源内訳

国・県

39



（うら）

５．資源を投入することで実施した活動の大きさを表す指標　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】

６．活動指標の達成率　【ＣＨＥＣＫ】

７．評価　【ＣＨＥＣＫ】

■ １．妥当である 　
□ ２．ほぼ妥当である

□ ３．あまり妥当ではない

□ ４．妥当ではない

■ １．有効である 　
□ ２．やや有効である

□ ３．あまり有効でない

□ ４．有効でない

■ １．効率的である 　
□ ２．やや効率的である

□ ３．あまり効率的ではない

□ ４．効率的ではない

■ １．公平である 　
□ ２．やや公平である

□ ３．あまり公平ではない

□ ４．公平ではない

８．事業の成果を踏まえた今後の方向性　【ＡＣＴＩＯＮ】
□ １．拡充 □ (1) 意図的に拡充 □ (2) 制度的に自然増加

□ ２．改善継続 □ (1) 手段等の改善 □ (2) 効率化・簡素化 □ (3) 他事業との統合

■ ３．現状維持

□ ４．縮小 □ (1) 意図的に縮小 □ (2) 制度的に自然減少

□ ５．休止、廃止、終了 □ (1) 臨年実施等､意図的に休止□ (2) 意図的に廃止 □ (3) 制度的に終了

９．学識経験者の所見
 【中島廣光氏 評価結果】

 【石川真澄氏 評価結果】

評価コメント

民間企業の長所を活用するためにも必要な事業である。外部委託する際の委託基準を明確にして，より
安全・安心な学校給食の供給を目指してほしい。

評価コメント

　委託事業を委託件数で評価することは適切とは考えにくい。委託に伴って業務の質の改善や費用の削
減が図られているかが把握されるべきであろうが、定量的に捉えることができると思われるにも関わら
ず、それらは明示的に示されてはいない。それらの側面への注意は引き続き十分に払われていると認識
されるが、継続的な改善には量的な指標を活用することが有用である。

今後の方向性

担当課等の評価コメント

　常に安全・安心な学校給食の提供を心がけ、民間業者の業務実施状況を検証しつつ、継続的に
実施する。

今後の課題・方向性

　現在の外部委託において、委託期間が終了するところがあり、業務実施状況等を検証しつつ、
次の業務委託に備える。

サービスの公平性

評価内容

　効率的で継続的かつ安定した給食を提供できる。

評　　価　　理　　由

　民間業者に委託することにより、民間業者の優れた部分が取り入れられ
る。

　民間委託することにより、給食の充実と経費削減効果が得られた。

2

平成23年度

　プロポーザル審査により、優秀な民間業者に調理委託することにより、よ
りよい給食の提供に資する。

評価項目と評価の視点

目的の妥当性

事業の有効性

資源投入の効率性

平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度
指
標
達
成
率

1
調理業務委託実施数

100% 100% 100% 100%

指標名 単位

指標名 単位 区分 平成25年度

活
動
指
標

1

調理業務委託実施数 目標 9 9 8

2

目標

平成26年度 平成27年度

（指標の説明）

8 8

実績 9 9 8 8

（指標の説明）

平成23年度 平成24年度

実績
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